千畳敷＆三段壁ちょっと歩くツアー
　　　　　　　　　副題　波の侵食によって形成された大昔の海底と白い岩盤

0：00　開始　千畳敷駐車場にて　
　本日はようこそ南紀熊野にお越しいただきました。私は南紀熊野ジオパークガイドの○○と申します。本日ご案内をさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。
　千畳敷、三段壁は、共に観光地である南紀白浜でも有名で、白浜に来た観光客は必ず訪れる人気のある場所です。いずれも国の名勝に指定され、吉野熊野国立公園の特別区域にも指定されています。
　本日は、千畳敷から三段壁まで大昔の海底の跡をゆっくり歩いて行きたいと思います。
 
　安全事項のアナウンス
· 海岸線は大変滑りやすいので足元に気をつけてください
· 個人的行動をひかえてください
· 地震津波が発生した場合はガイドの指示に従い避難してください

皆さん、ジオパークってご存じでしょうか。「聞いたことはあるけど、説明はできない」という方が多いかと思います。
ジオパークのジオは大地を意味するので、直訳すると大地の公園ということになります。自然公園の一つなのですが、これまでの自然公園は「自然を守ること」が目的です。しかし、ジオパークは優れた地形や地質を、教育やツーリズムで利活用することにより、持続可能な地域造りに役立てていこう、住んでいる人も楽しい、訪れた人も楽しいそんなコンセプトの公園をめざしているのです。
南紀熊野ジオパークは、和歌山県南部の白浜町から奈良県十津川村の一部を含む１０市町村で構成されています。
キャッチフレーズは「プレートが出会って生まれた３つの大地」です。「深い海でつくられた大地」「浅い海でつくられた大地」「マグマが固まってできた大地」この３つの大地を一度に見ることができるのが、南紀熊野の最大の特徴です。　本日はその中の「浅い海で作られた大地」をご案内します。

さて、私たちがいる、千畳敷の名前の由来である千畳ですが実際は2haもあり約1万畳の広さがあります。 太平洋の青い海を背景に大きくて白い岩盤、そして水平線上に遠く四国の山並みを見ることができます。また和歌山の朝日夕日百選にも選ばれています。

いつできたのか？　さて皆さんはこの様な美しい大地がなぜ出来たか興味が湧いてきませんか？
この千畳敷は南紀熊野ジオパークのテーマである、3の大地のうちの1つ前弧海盆堆積体と言う浅い海に溜まった地層)、にあります、細かく説明すると田辺層群朝来累層の上位層である白浜累層に属します。 
ここが誕生したのは人類が現れる遥か以前 今から1800～1600万年前、比較的浅い海底に陸地から流されてきた土砂堆積物が海底に堆積盆を形成致しました、下位層である朝来累層の上に覆いかぶさるように白浜累層が分布しています。

0：15　準備体操（ストレッチ）　

[bookmark: _Hlk217373045]0：20　千畳敷案内　

千畳敷は砂が堆積し出来た厚い砂岩層、砂岩と泥岩が交互に堆積した互層、礫を含んだ礫岩層が多く見られます。また石の表面には波の痕跡が地層として多く見られここが比較的浅い海であったことが分かります。今日はペットボトルを使ったご家庭でも実験できる装置を紹介します。

基底礫岩の説明
今、みなさんの目の前にある、角の取れた丸い岩石が礫岩とよばれる、水の流れなどで摩耗された岩石です。なぜこの位置だけに多くみられるのかを説明いたします。

形成過程の説明（南紀熊野GPの資料を見せ説明）
1. 海底などで地層（下位層）が堆積する。
2. 地層が隆起して陸地となり、風化や侵食を受ける。
3. 再び沈降して海底となり、その上に新しい地層（上位層）が堆積する。
4. このとき、下位層の侵食面の上に礫が堆積して基底礫岩となります。
[bookmark: _Hlk217290836]今、立っている場所は、１３万年前から１２万年前の海面ギリギリので波にさらされた場所であることが推定されます。
また隣の三段壁ほどでは無いですが写真のように波に削られ出来た海食崖や海食洞なども観察できます。

ユビナガコウモリ
海蝕洞内は、絶滅危惧種の希少哺乳類ユビナガコウモリの保育地でもあります。
●和歌山県のレッドデータブックで準絶滅危惧種に分類されているユビナガコウモリは、近畿地方では唯一の繁殖地となっています。この洞窟に、6月中旬から妊娠したメスのみが飛来し、出産と子育てをします。7月下旬から子どもも飛び始め8月には各地の洞窟へ散らばっていくようです。
●日没直後から、ユビナガコウモリがエサ（蚊などの小型昆虫）を求めて海食洞から周辺の沿岸林などに向かって飛び立つ様子が見られます。
●親コウモリは天井からぶら下がっている無数の子どものなかから、自分の子どもを見つけてエサを与えます。地元でユビナガコウモリの観察を長年実施されている方のお話によると、生まれた無数の子どもが天井からぶら下がっているのですが、中には掴まる力が弱く、落ちてしまうものもいるようです。下ではヘビが待ち構えていて、落ちるとヘビのエサになってしまい、生まれたてから弱肉強食の世界です。上から落ちてくるのは子どもだけでなく、そのヘビがいる底部分はユビナガコウモリの糞が50cmほど積もっているそうです。
年一回の出産で１頭の幼獣を産むのが一般的で寿命は約３年～５年とされ他の小型哺乳類にくらべて比較的長寿です。

生痕化石の説明
この写真をご覧下さい、この木の根っこのようなものは、生痕化石と呼ばれる生き物の生活の跡です。排泄物や這った後などがあります、砂浜にあるカニの巣穴のようなものを連想してください、簡単に見つけることが出来るのでみんなで探してみてください。

＜写真による解説＞
喰い歩き痕：底生生物が堆積物の表面近くでつくる、食べ歩きの溝、穴、排せつ物など枝分かれせず、曲線状や渦巻き状になります

住まい痕
その場で生活する底生生物が堆積中に作る住み跡。分岐、U字型、トンネル状、壁を粘液で固着したものもあります。

糞化石
糞そのもの化石、いろいろな形状があるが、写真のものは多卵型とよばれる貝類の糞の化石

這い歩き痕
生物が堆積物中やその表面を水平移動する時にできる足跡や這い跡、写真のものはオカメブンブクが砂の中を移動した跡

漣痕の及び層理と葉理の観察と説明
千畳敷は砂が堆積し出来た厚い砂岩層、砂岩と泥岩が交互に堆積した互層、礫を含んだ礫岩層が多く見られます。また石の表面には波の痕跡が地層として多く見られここが比較的浅い海であったことが分かります。
今日はペットボトルを使ったご家庭でも実験できる装置を紹介します。
　
　「今日は、岩石の“しま模様”について、層理（そうり）と葉理（ようり）という2つの特徴を、できるだけ分かりやすく解説します。
まず 層理（そうり） ですが、これは地層が大きな“しま模様”になって積み重なっている状態のことです。 川や海、湖なんかで砂や泥が一定のリズムで積もって、それが固まってできていきます。 遠くから見てもハッキリ分かる、厚めの層が特徴です。イメージとしては、ミルフィーユとかラザニアの層みたいな感じですね。
次に 葉理（ようり） です。こちらは層理よりずっと細かくて、薄いしま模様のことを言います。 水の流れが弱いときに、細かい泥や砂が薄く薄く積もってできるので、紙を重ねたような、とても薄い層がたくさんできます。 近づいてよく見ると分かる細かい線が特徴で、千枚漬けとか、紙の束みたいなイメージです。
まとめると、層理は“厚くて大きな層”、葉理は“薄くて細かい層”です。 観察するときは、まず遠くから全体を見て層理を確認して、次に近づいて表面を見て葉理を探すと分かりやすい」
変成岩の話
礫岩の中に細かい筋の入った青い石が見られます。「緑色片岩（りょくしょくへんがん）というのは、和歌山市付近でよく見られる“青みがかった緑色の岩石”で、紀州青石（きしゅうあおいし）とも呼ばれています。 この岩は、もともとは海底にたまった玄武岩や火山灰などが、長い時間をかけて強い圧力と熱を受けて変化した“変成岩”の一種です。
特徴としては、表面に薄い板のような割れやすい構造があって、光の当たり方によって青緑色にキラッと輝くことがあります。
なぜ白浜にあるのか、２万前の氷河期が関係している考えられます。図で説明、その時期の海面は今より１００ｍから１４０ｍ低く四国と紀伊半島も地続きで今の紀伊水道付近には川があったと思われます。その際、紀の川沿いの堆積物が白浜町に流れ着いたと考えられます。
温水プールの話（写真あり）
千畳敷と三段壁の間の谷にはかつて温水プールがあった場所です、のちに伊勢海老の養殖をしていたと聞いてます。
トイレ休憩後、三段壁へと移動
1：00　千畳敷出発　　安全に留意し移動する

1：20　三段壁着・案内
三段壁は、和歌山県白浜町にある高さ約40メートルの大きな断崖絶壁です。 太平洋の荒波が長い時間をかけて岩を削り取ってできた、自然がつくった“巨大な壁”のような景観が特徴です。厚い砂岩層にできた東西の割れ目に沿って形成され。海食崖に挟まれた入り江の奥には海食洞があります。海食洞内には、熱水から沈殿した緑 青(ろくしょう)や酸化鉄が見られます。
名前の由来は、　昔、漁師たちが魚群を見守る場所として"見壇(みだん)“ と呼んでいたのが、いつの間にか「三段壁」 と呼ばれるようになったそうです。
上から見下ろすと、海の青さと断崖の迫力が一度に目に入り、とてもダイナミックな景色が楽しめます。
また、三段壁の下には“洞窟（どうくつ）”があり、昔は熊野水軍が船を隠したという伝説も残っています。これからエレベーターで地下へ降りて、波が打ち寄せる洞窟の中を間近で見学いたします。
1：35　三段壁洞窟の見学
　入場料金　大人１５００円　小学生７５０円　参加料金に含まれるので事前に購入しておくか、その場でまとめて支払う。

2：00　三段壁散策　　　 
口紅の遺書
三段壁の遊歩道の奥に、岩に刻まれた短い言葉があります。 これは 1950年（昭和25年）に若い男女が残したメッセージをもとに作られたものです。岩に刻まれている言葉は次の通りです：「白浜の海は 今日も荒れてゐる 一九五〇・六・一〇　定一　貞子」
この言葉は、当時の二人が口紅で岩に書き残したものを、後に友人がその跡をなぞって刻んだと伝えられています。

サドンロック
サドンロックは、和歌山県白浜町・三段壁の崖の上に2018年の台風21号のあと突然あらわれた巨大な岩のことです。
「サドン（sudden＝突然）」＋「三段（sandan）」をかけた名前で、 “突然現れた三段壁の岩” という意味が込められています
どこから来たのか？2018年の台風後に突然現れた巨大な岩、自然の力で運ばれたと考えられるが、正確な起源は不明
三段壁洞窟のスタッフが名前を公募し、 878件の応募の中から「サドンロック」に決定しました。今では三段壁の新しい名所として紹介されていて、 「自然の力のすごさを感じられる場所」として人気が高まっています
2：35　三段壁出発　

2：50　千畳敷到着　　
クールダウン実施　解散
